
  

― 記者発表資料 ―

【社会実験の目的】
国道４号 平松町交差点では、朝夕のピーク時間帯に多くの自転車が集中するため、

交差点で自転車と歩行者が錯綜し、利用者が危険を感じるとのアンケート結果でし
た。そこで、自転車と歩行者が共に安心・安全に通行できる利用環境の改善を目指
し、平松交差点において社会実験を実施し、安全性等の効果検証をおこないます。

【社会実験の概要】

◆実施期間：平成22年2月３日（水）～ ２月５日（金）
◆実施場所：国道４号 平松町交差点〔宇都宮市平松町〕【資料１、２】

◆実施内容：①横断歩道の横にある自転車横断帯の幅員を広げます。
②信号待ちをするための滞留空間を広げます。
③信号待ちをするための滞留空間に歩行者優先ゾーン

を設けます。
期間中には、平松交差点を通行される自転車・歩行者を対象に、社
会実験による効果・影響を把握するため、ｱﾝｹｰﾄ調査を実施します。

また、国道４号における今後の自転車通行環境整備のあり方につい
て、web (http://www.ktr.mlit.go.jp/utunomiya/)上でご意見を募集してお

ります。みなさんの生の声をお寄せください。【参考資料１、２】
◆実施主体：栃木県警察本部、国土交通省 関東地方整備局 宇都宮国道事務所
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国道４号 平松町交差点において

自転車・歩行者の利用環境改善に向け、

社会実験を実施します。
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参考資料１アンケート【ＰＣ版】



参考資料２アンケート【モバイル版】


